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クリスマス会で日ごろの練習の成果を発表する園児たち

瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う

新
入
学
す
る
学
校
の
指
定
に
つ
い
て

居
住
地
に
よ
っ
て
学
区
を
指
定

　
市
で
は
、
瀬
戸
内
市
の
未
来
を
担
う

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
目
的
と
し

て
、
瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
育
て
よ
う
」。
保
護
者
、
地
域
住

民
、
青
少
年
育
成
関
係
者
、
教
育
関
係

者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
第
１
部
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
園
児
保
護
者
を
含
む
）

を
対
象
に
募
集
し
た
「
明
る
い
家
庭
づ

く
り
」
作
文
の
表
彰
式
・
発
表
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
作
文
は
、
家
族
の
役
割
や
家
庭

の
あ
り
方
な
ど
、
共
感
に
満
ち
た
「
明

る
い
家
庭
づ
く
り
」
「
地
域
と
か
か
わ

る
家
庭
づ
く
り
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

て
募
集
し
た
も
の
で
、
本
年
度
は
市
内

か
ら
１
、
６
１
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て

選
ば
れ
た
作
文
の
表
彰
式
、
発
表
会
を

行
い
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
広
報
担
当
の
阪
本

成
一
さ
ん
（
写
真
）
を
招
き
、
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
顔
と
し
て
全
国

各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
る
阪
本
さ
ん
。

「
科
学
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し
、

科
学
的
に
も
の
を
考
え
る
習
慣
を
」

と
考
え
、
宇
宙
科
学
研
究
に
か
か
わ
る

普
及
・
教
育
・
渉
外
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
知
ら
な
い
宇
宙
や
地
球
の

こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
〜
４
時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
零
時
30
分
〜

▽
場
所
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

・
第
１
部

　
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
表
彰

　
式
・
発
表
会

・
第
２
部
　

　
講
演
会
　
「
宇
宙
（
そ
と
）
に
で
て

　
　
　
　
　
は
じ
め
て
わ
か
る
地
球

　
　
　
　
　
（
う
ち
）
」

　
講
師
　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

　
　
　
　
宇
宙
科
学
研
究
本
部

　
　
　
　
対
外
協
力
室
　
阪
本
成
一
教
授

▽
参
加
費
　
無
料

▽
参
加
対
象
　
市
民
一
般

※
特
に
子
育
て
に
携
わ
る
人
の
参
加
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
先
着
３
０
０
人
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
特

　
製
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

　
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
社
会
教
育
課
　

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

５
６
０
１

　
遺
児
激
励
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
保
護
者
を
亡
く
し
た
遺
児
の
健
全
な

育
成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
対
象
と
な
る
遺
児
の
保
護
者
ま
た
は

遺
児
を
実
際
に
監
護
す
る
人
は
、
市
子

育
て
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　

　
保
護
者
と
死
別
し
て
お
り
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
義
務
教
育
修
了
前
の
児

童▽
内
容
お
よ
び
支
給
額
（
す
べ
て
１
人

　
当
た
り
）

・
保
護
者
死
亡
見
舞
金
　小
・
中
学
校
在

　
学
中
に
遺
児
に
な
っ
た
と
き
３
万
円

・
入
学
激
励
金
　
遺
児
が
小
・
中
学
校

　
へ
入
学
し
た
と
き
３
万
円

・
卒
業
激
励
金
　
遺
児
が
中
学
校
を
卒

　
業
す
る
と
き
３
万
円

・
交
通
遺
児
激
励
金
　
交
通
遺
児
が
小
・

　
中
学
校
に
入
学
・
進
級
す
る
と
き

　
１
万
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市
子
育
て
支
援
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
７

　
本
市
で
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
へ
の
就
学
に
つ
い
て
、
居
住
地
に

よ
る
学
区
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。
来
年

度
に
新
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
学
区
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
特
別
な
事
情
で
指
定
さ
れ
た

学
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
場
合
は
、
他

の
学
校
へ
の
就
学
が
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
教
育
委
員
会
総

務
学
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
総
務
学
務
課

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

３
９
６
８

　
あ
い
あ
い
保
育
園
（
牛
窓
町
鹿

忍
）
は
、「
約
束
守
ろ
う
！
」「
仲

良
く
し
よ
う
！
」「
あ
い
さ
つ
し

よ
う
！
」
を
教
育
目
標
に
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も
一

人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
し
て
い

く
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
い
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、

園
児
が
出
し
物
を
発
表
し
た
り
、

地
域
の
人
が
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を

披
露
し
た
り
、
ま
た
牛
鬼
祭
り
で

は
、
牛
鬼
の
お
面
を
付
け
て
踊
り
に

参
加
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
行
う
中
で
、
地
域
・
保
護
者
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
な
り
、

家
庭
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

一
人
一
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
認
め
て

あ
げ
た
い
」
と
田
渕
雅
子
園
長
。
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
ゆ
め
ク
ラ

ブ
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
充
実
し
た
子

育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

遺
児
激
励
金
制
度
の

お
知
ら
せ

このコーナーでは、瀬戸内市子育
て支援ネットワークを構成する関
係機関・団体・組織などを紹介
します。同ネットワークは、すべて
の子どもたちの人権を守り、安心
して子どもを生み育てられる地域
づくりを目指します。

みんなが子育ての一員です
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で

あ
い
あ
い
保
育
園

居住地別就学指定学校

学校・幼稚園名

中学校 小学校

牛窓東

牛窓西

牛窓北

牛窓東

牛窓西

牛窓北

牛窓
牛窓 牛窓

鹿忍、千手鹿忍
長浜 長浜

尾張、豊安、
山田庄、山手

宗三、福中、福元、
豆田、百田

大窪、豊原、
東谷

下山田、上山田、
本庄

上笠加、北池、
下笠加、箕輪

大富、北島、
福山、向山

飯井、西須恵、
東須恵

磯上、牛文、
土師、福里

長船、服部、
福岡、八日市

庄田、尻海

福谷、虫明

邑久

福田

豊原

本庄

笠加

邑久邑久

邑久

今城

玉津

裳掛（休園中）

美和

国府

行幸

今城

玉津

裳掛

美和

国府長船

行幸 行幸

国府

美和

裳掛

玉津

今城

幼稚園
地区名 居住地

ジ

ャ

ク

サ


